
省

令

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

附

則

附

則

第
六
十
六
条

一
般
乗
用
旅
客
自
動
車
運
送
事
業

（
道
路
運
送
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
八
十

三
号
）
第
三
条
第
一
号
ハ
の
一
般
乗
用
旅
客
自
動

車
運
送
事
業
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
及
び
第
六
十

九
条
第
二
項
に
お
い
て
同
じ
。）に
お
け
る
四
輪
以

上
の
自
動
車
（
一
般
乗
用
旅
客
自
動
車
運
送
事
業

の
用
に
供
せ
ら
れ
る
自
動
車
で
あ
つ
て
、
当
該
自

動
車
に
よ
る
運
送
の
引
受
け
が
営
業
所
の
み
に
お

い
て
行
わ
れ
る
も
の
を
除
く
。）の
運
転
の
業
務
に

従
事
す
る
労
働
者
で
あ
つ
て
、
次
の
各
号
の
い
ず

れ
に
も
該
当
す
る
業
務
に
従
事
す
る
も
の
に
つ
い

て
の
法
第
三
十
二
条
の
四
第
三
項
の
厚
生
労
働
省

令
で
定
め
る
一
日
の
労
働
時
間
の
限
度
は
、
第
十

二
条
の
四
第
四
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
分

の
間
、
十
六
時
間
と
す
る
。

第
六
十
六
条

一
般
乗
用
旅
客
自
動
車
運
送
事
業

（
道
路
運
送
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
八
十

三
号
）
第
三
条
第
一
号
ハ
の
一
般
乗
用
旅
客
自
動

車
運
送
事
業
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
及
び
第
六
十

九
条
第
二
項
に
お
い
て
同
じ
。）に
お
け
る
四
輪
以

上
の
自
動
車
（
一
般
乗
用
旅
客
自
動
車
運
送
事
業

の
用
に
供
せ
ら
れ
る
自
動
車
で
あ
つ
て
、
当
該
自

動
車
に
よ
る
運
送
の
引
受
け
が
営
業
所
の
み
に
お

い
て
行
わ
れ
る
も
の
を
除
く
。）の
運
転
の
業
務
に

従
事
す
る
労
働
者
で
あ
つ
て
、
次
の
各
号
の
い
ず

れ
に
も
該
当
す
る
業
務
に
従
事
す
る
も
の
に
つ
い

て
の
法
第
三
十
二
条
の
四
第
三
項
の
厚
生
労
働
省

令
で
定
め
る
一
日
の
労
働
時
間
の
限
度
は
、
第
十

二
条
の
四
第
四
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
分

の
間
、
十
六
時
間
と
す
る
。

一

当
該
業
務
に
従
事
す
る
労
働
者
の
労
働
時
間

（
法
第
三
十
三
条
又
は
第
三
十
六
条
第
一
項
の

規
定
に
よ
り
使
用
者
が
労
働
時
間
を
延
長
し
た

場
合
に
お
い
て
は
当
該
労
働
時
間
を
、
休
日
に

労
働
さ
せ
た
場
合
に
お
い
て
は
当
該
休
日
に
労

働
さ
せ
た
時
間
を
含
む
。
以
下
こ
の
号
に
お
い

て
同
じ
。）の
終
了
か
ら
次
の
労
働
時
間
の
開
始

ま
で
の
期
間
が
継
続
し
て
二
十
二
時
間
以
上
あ

る
業
務
で
あ
る
こ
と
。

一

当
該
業
務
に
従
事
す
る
労
働
者
の
労
働
時
間

（
法
第
三
十
三
条
又
は
第
三
十
六
条
第
一
項
の

規
定
に
よ
り
使
用
者
が
労
働
時
間
を
延
長
し
た

場
合
に
お
い
て
は
当
該
労
働
時
間
を
、
休
日
に

労
働
さ
せ
た
場
合
に
お
い
て
は
当
該
休
日
に
労

働
さ
せ
た
時
間
を
含
む
。
以
下
こ
の
号
に
お
い

て
同
じ
。）の
終
了
か
ら
次
の
労
働
時
間
の
開
始

ま
で
の
期
間
が
継
続
し
て
二
十
時
間
以
上
あ
る

業
務
で
あ
る
こ
と
。

二

（
略
）

二

（
略
）

附

則

こ
の
省
令
は
、
令
和
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

令和年月日 月曜日 第号官 報
政
令
第
三
十
九
号

日
本
中
央
競
馬
会
の
令
和
五
事
業
年
度
に
お
け
る
日
本
中
央
競
馬
会
法
第
二
十
九
条
の
二
第
三
項
の
割
合
を
定

め
る
政
令

内
閣
は
、
日
本
中
央
競
馬
会
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
二
百
五
号
）第
二
十
九
条
の
二
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、

こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。

日
本
中
央
競
馬
会
の
令
和
五
事
業
年
度
に
お
け
る
日
本
中
央
競
馬
会
法
第
二
十
九
条
の
二
第
三
項
の
政
令
で
定
め
る

割
合
は
、
百
分
の
百
と
す
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
政
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
日
本
中
央
競
馬
会
の
令
和
三
事
業
年
度
に
お
け
る
日
本
中
央
競
馬
会
法
第
二
十
九
条
の
二
第
三
項
の
割
合
を
定
め

る
政
令
の
廃
止
）

２

日
本
中
央
競
馬
会
の
令
和
三
事
業
年
度
に
お
け
る
日
本
中
央
競
馬
会
法
第
二
十
九
条
の
二
第
三
項
の
割
合
を
定
め

る
政
令
（
令
和
三
年
政
令
第
三
十
六
号
）
は
、
廃
止
す
る
。

農
林
水
産
大
臣

野
村

哲
郎

内
閣
総
理
大
臣

岸
田

文
雄

〇
厚
生
労
働
省
令
第
十
四
号

労
働
基
準
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
四
十
九
号
）
第
三
十
二
条
の
四
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
労
働
基
準
法
施

行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
五
年
二
月
二
十
七
日

厚
生
労
働
大
臣

加
藤

勝
信

労
働
基
準
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

労
働
基
準
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
二
年
厚
生
省
令
第
二
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
表
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

令
和
二
年
五
月
十
五
日
か
ら
七
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
の
豪
雨
に
よ
る
災
害
に
つ
い
て
の
激
甚
災
害
及
び
こ
れ
に
対

し
適
用
す
べ
き
措
置
の
指
定
に
関
す
る
政
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

令
和
五
年
二
月
二
十
七
日

内
閣
総
理
大
臣

岸
田

文
雄

政
令
第
四
十
号

令
和
二
年
五
月
十
五
日
か
ら
七
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
の
豪
雨
に
よ
る
災
害
に
つ
い
て
の
激
甚
災
害
及
び
こ
れ

に
対
し
適
用
す
べ
き
措
置
の
指
定
に
関
す
る
政
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

内
閣
は
、
激
甚じ

ん

災
害
に
対
処
す
る
た
め
の
特
別
の
財
政
援
助
等
に
関
す
る
法
律（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
五
十
号
）

第
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。

令
和
二
年
五
月
十
五
日
か
ら
七
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
の
豪
雨
に
よ
る
災
害
に
つ
い
て
の
激
甚
災
害
及
び
こ
れ
に
対

し
適
用
す
べ
き
措
置
の
指
定
に
関
す
る
政
令
（
令
和
二
年
政
令
第
二
百
五
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
中
「
令
和
五
年
二
月
二
十
八
日
」
を
「
令
和
六
年
二
月
二
十
九
日
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
政
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

内
閣
総
理
大
臣

岸
田

文
雄

財
務
大
臣

鈴
木

俊
一

経
済
産
業
大
臣

西
村

康
稔


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